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クロスカリキュラム「環境」
～合科単元(題材)の具現化にむけての取組～
クロスカリキュラム「環境」
～合科単元(題材)の具現化にむけての取組～

とやまエネルギー環境
教育授業研究会
とやまエネルギー環境
教育授業研究会



クロスカリキュラム「環境」の構想について

中学校

小学校

ＤＣＡＰサイクルによる直後プラン方式

実践できたことだけを次年度の計画に位置づける

社会、理科

保体、技家

社会、理科

家庭

社会、理科

保体、技家

社会、理科

家庭

教科 横断

小
中
一
貫



異教科活用

クロスカリキュラム「環境」の構想について

分割授業
異教科ＴＴ

小中連携

小学校教科横断

2023年
合科単元(題材)

評 価



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

温暖化から地球を守ろう
・温暖化がもたらす影響
・電気と私たちの暮らし
・２０３０年の電力構成①②

ゴミ問題から地球を守ろう
・ゴミと省エネルギー
・カーボンニュートラル
・放射性廃棄物①②

持続可能な社会をめざして
・レポート作成①②
・パネルディスカッション



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

温暖化から地球を守ろう
・温暖化がもたらす影響 （社会／理科）
・電気と私たちの暮らし （社会／技術）
・２０３０年の電力構成①②（社会／理科／技術）

ゴミ問題から地球を守ろう
・ゴミと省エネルギー （家庭／保体）
・カーボンニュートラル （技術／理科）
・放射性廃棄物①② （社会／理科）

持続可能な社会をめざして
・レポート作成①②
・パネルディスカッション



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

社
会

分野 見方 考え方

地理的 位置や空間的な広がり 人間の営みと関連付ける

歴史的 時期、推移
類似や際などを明確にしたり、事象同士を因
果関係などに関連付け

公民的 政治、法、経済
課題解決のための選択・判断に資する概念や
理論などと関連付ける

理
科

分野 見方 考え方

粒子 質的・実体的な視点

比較、関連付け、条件制御、多面的
に考えること

生命 共通性・多様性の視点

地球 時間的・空間的な視点

ｴﾈﾙｷﾞｰ 量的・関係的な視点



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

技
術
・
家
庭

分野 見方 考え方

技術
社会からの要求、安全性、
環境負荷や経済性等

技術を最適化すること

家庭
協力・協働、健康・快適・安全、生活文
化の継承・創造、持続可能な社会の構築
等

よりよい生活を営むために工
夫すること

保
健
体
育

分野 見方 考え方

体育
楽しさや喜びとともに体力
の向上に果たす役割

『する・みる・支える・知る』の多様な関
わり方

保健
健康や安全に関する原則や
概念

疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上、
健康を支える環境づくり



（技術／理科）

【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

温暖化から地球を守ろう
・温暖化がもたらす影響 （社会／理科）
・電気と私たちの暮らし （技術／社会）
・２０３０年の電力構成①② （社会／理科）

ゴミ問題から地球を守ろう
・ゴミと省エネルギー
・カーボンニュートラル （技術／理科）
・放射性廃棄物①② （社会／理科）

持続可能な社会をめざして
・レポート作成①②
・パネルディスカッション

（Ｔ１／Ｔ２）



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

ゴミ問題から地球を守ろう
放射性廃棄物（社会Ｔ１／理科Ｔ２）

◆新聞記事をもとに課題を設定する
～核ゴミの処分場はどこに！？～
Ｔ２(理科)から放射線の人体への影響や特徴についての補足説明

◆地層処分事業についての現状と課題を把握する
（遠隔によるゲストティーチャー：NUMO）

◆核ゴミ問題を受け入れることについて自分の意見をまとめる
（グループワーク→ＩＣＴ活用）

「もし私たちの校区が処分場に選ばれたら…」



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

ゴミ問題から地球を守ろう
放射性廃棄物（社会Ｔ１、理科Ｔ２）



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

ゴミ問題から地球を守ろう
ゴミと省エネルギー（保体／家庭）

保健体育科(保健分野）…２５分
◆ゴミ問題について現状を把握しよう
・一人あたりの排出量、家庭ゴミのゆくえ
◆循環型社会を推進する取組を探そう(グループワーク)
・身の回りのリデュース、リユース、リサイクル

技術・家庭科（家庭分野）…２５分
◆ごみやエネルギー消費を減らす方法を考えよう

(グループワーク)
◆私の環境アクションプラン
・１週間の目標設定とチャレンジ



【2021年】 異教科活用・異教科ＴＴ・分割授業

ゴミ問題から地球を守ろう
ゴミと省エネルギー

保健体育(保健)

社会生活

技術･家庭(家庭)

家庭生活



【2021年】 異教科活用、異教科ＴＴ、分割授業

【成果】
〇生徒は課題に対して、多角的な見方や考え方が

できるようになった

〇他教科の授業内容の把握 ⇒ 授業内容の精選

〇指導技術の向上（ＯＪＴ）

【課題】
〇ＴＴによる授業時数の増加

〇評価の工夫

〇小中一貫の進め方（体制確保）



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

各教科のねらいの達成を目指し
社会に活用できる力の育成

社会、理科

保体、技家

社会、理科

家庭

社会、理科

保体、技家

社会、理科

家庭

教 科 横 断



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

中学校

小学校
小
中
一
貫

小学校で学んだ基礎的な学習を
中学校での学習につなげる



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

中学校

小学校

・各教科のねらいの達成を目指し社会に活用できる力の育成
・小学校で学んだ基礎的な学習を中学校での学習につなげる

社会、理科

保体、技家

社会、理科

家庭

社会、理科

保体、技家

社会、理科

家庭

教科 横断

小
中
一
貫



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

中学校学習指導要領解説(社会編）

＜地理的分野＞
世界や日本の資源・エネルギー
世界や日本の地域の特色

＜公民的分野＞
私たちと国際社会の諸課題
よりよい社会を目指して

＜小学校５年＞
わたしたちのくらしと国土



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

中学校学習指導要領解説(理科編）

＜中学校２年＞電気
電流と磁界

＜小学校６年＞
電気の利用

＜中学校３年＞エネルギーと物質
自然環境の保全と科学技術の利用

＜小学校６年＞
生物と環境



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

理科・エネルギー領域の系統図



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

理科・エネルギー領域の系統表



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

温暖化から地球を守ろう
温暖化がもたらす影響 （社会／理科）

教科 学習内容

社会

・地球環境問題（公民３）
・国際社会におけるこれからの日本（歴史３）
・日本の様々な自然災害（地理２）
・日本の資源、エネルギーと電力（地理２）
・アフリカ州、南アメリカ州（地理１）

理科
・炭素の循環と地球温暖化（３）
・地球環境と私たちの社会（３）

小学校
・生物と水、空気との関わり（理科６）
・わたしたちのくらしと国土（社会５）



【2022年】 小中連携（義務教育学校での取組）

小学校３年 理科
電気を通すものと通さないものがあることを理解
するとともに、観察、実験などに関する技能を身
に付ける

豆電球を使った回路⇒

中学校 技術 情報と技術
計測・制御システムの仕組みを理解し、安全・適
切なプログラムの制作、動作の確認及びデバッグ
などができること

Microbitを使った輪くぐりゲーム⇒



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

「持続可能な社会の実現」にむけた
クロスカリキュラムのねらい

各教科・領域で学んだ断片的な知識・理解を関連付
けて考えさせ、持続可能な社会に向けた、生物と環
境との関わりについてより妥当な考えを作りだすこ
とができるようにする。

小学校６年 理科「人と環境」



【2022年】 小中連携・小学校教科横断

小学校６年 理科「人と環境(空気)」

社会
・世界の未来と日本のつながり（小６）
・環境を守る私たち（小５）
・ごみの処理と利用（小４）

家庭
・整理、整とんで快適に（小６）
・暖かく快適に過ごす住まい（小６）



ゴミを減らす

省エネルギー

理科

社会

持続可能な社会

中学校への学び

家庭

ＳＤＧｓ地球温暖化

節水・節電

◆世界の未来と日本のつながり

◆整理・整頓で快適に
◆暖かく(涼しく）

快適に過ごす住まい

◆人と環境

【2022年】 小中連携・小学校教科横断



社会

技術・家庭理科

各教科のねらいの達成を目指し
社会に活用できる力の育成

【2023年】合科単元（題材）・評価

環境



合科単元(題材)構想（全体計画11時間）

【総合的な学習の時間との違いについて】

各教科の目標に照らし、その実現状況を評価

⇒観点別学習状況を「評価」し、
総括的に「評定」する

【2023年】合科単元（題材）・評価



教科 学習内容(授業時数)

技術
・安定した発電をするためのしくみを知ろう(1)
・2044年のエネルギーミックスはどうあるべきだろう(1)

教科 学習内容(授業時数)

理科
・エネルギー資源をどう利用していけばよいだろうか(3)
・2044年のエネルギーミックスはどうあるべきだろう(2)

教科 学習内容(授業時数)

社会
・エネルギー問題を考える上で大切なことは何だろう(2)
・2044年のエネルギーミックスはどうあるべきだろう(2)

【2023年】合科単元（題材） 全体計画 １１時間



教科 内容項目

技術
Ｃ エネルギー変換と技術
(1) 生活や社会を支えるエネルギー変換の技術
(3) 社会の発展とエネルギー変換の技術

教科 内容項目

理科
１分野(7)ア(ｱ)
エネルギーとエネルギー資源

教科 内容項目

社会
公民 Ｄ(1)世界平和と人類の社会福祉の増大

(2)よりよい社会を目指して

【2023年】合科単元（題材）・評価



観点 評価規準

知識
技能

・2044年のエネルギーミックスを提言するために既習事項を正しく
理解したり、諸資料を適切に読み取ったりすることができる

思考力
判断力
表現力

・2044年のエネルギーミックスを既習事項を活用したり、３Ｅ＋Ｓ
の面から多面的に考察したりして持続可能な社会の在り方を踏まえ
て表現することができる

学びに
向かう
人間性

・現代社会にみられる課題について、主艇的に追究・解決しようと
する態度を養うとともに、物事を多面的・多角的に捉える重要性に
ついて自覚を深めることができる

【社会】

【2023年】合科単元（題材）・評価



観点 評価規準

知識
技能

・日本のエネルギー消費量の推移や、水力、火力、原子力、太陽光
等の発電方法、エネルギー資源、放射線の利点や課題について理解
し、総合的にとらえて説明している。

思考力
判断力
表現力

・日本のエネルギーに関する状況や今後の課題等について、調べた
結果を多面的、総合的にとらえて、科学的に考察し、2043年のエネ
ルギーミックスについて自分の考えを表現している。

学びに
向かう
人間性

・発電方法やエネルギー利用の問題点や改善方法を意欲的に調べ、
2044年の日本のエネルギーミックスについて主体的に考えようとし
ている。

【理科】

【2023年】合科単元（題材）・評価



観点 評価規準

知識
技能

・生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての科
学的な原理・法則や基礎的な技術の仕組みを理解している。

思考力
判断力
表現力

・生活や社会の中からエネルギー変換や伝達などにかかわる問題を
見いだして課題を設定することができる。

学びに
向かう
人間性

・既存のエネルギー変換の技術を、多様な視点で客観的に評価しよ
うとしている。

【技術・家庭】

【2023年】合科単元（題材）・評価



＜ペーパーテスト(社会)＞【知識・技能】

資料１を見て、次の問いに答えなさい。
(1)次のア～エは、それぞれ石油と石炭の産出量または、現在
分かっ ている埋蔵量上位10か国を示した地図である。石油の
産出量と埋蔵量を示した地図をそれぞれ選び、記号で答えなさ
い。
(選択肢省略)

(2)次の文は石油の発電割合が減少について説明している。次
の（）にあてはまる語句を漢字5字で答えなさい。

石油は埋蔵量が限られており、将来的に枯渇することが予測され
ているだけでなく、燃焼させると（ ）が発生し、それが、

地球温暖化が進行する原因となるからである。

資料１

資料：エネルギー庁

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



・火力発電は石炭、石炭、（①）などを燃料とし、その燃料で水蒸気をつく
ります。その水蒸気で（②）を回転させ、発電機を回して発電します。

・原子力発電は、火力発電と同じようなしくみですが、燃料にはウランが使
用され、ウランが（③）することで生じた熱で水蒸気をつくります。

・太陽光発電のパネルにはＮ型とＰ型の２種類の（④）が使われ、パネルに
太陽光があたると発電します。

次の文の（ ）に当てはまる語句を答えなさい。

＜ペーパーテスト(技術・家庭)＞【知識・技能】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



日本全体の電源構成(2022年速報) 
出所：電力調査統計などよりISEP作成

(1)右のグラフから、日本は化石燃料を使っ
た発電方法の割合が高い。このことは、持続
可能な社会の実現において、どのような課題
があるか。簡単に説明しなさい。

(2)(1)の課題から、今後どのような発電方法
の割合を増やせばよいと考えるか。

(3)(2)の発電方法のもつ課題を簡単に説明し
なさい。

＜ペーパーテスト(理科)＞【思考力・判断力・表現力】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



実践事例

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～

社会(３年)

主体的に学習に取り組む態度の育成に着目した
エネルギー教育



学習の

見通し

仮説

探究活動
多角的な

省察

メタ認知

パフォーマンス課題への
取り組み

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～

他者評価

粘り強さ
自己調整

教師の見取り
＝形成的評価

学習としての
評価



実践事例

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



実践事例(板書)

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～

展開４

展開２・３



生徒のワークシート と
学びとしての評価をやってみた

アンケート項目



2044年の
技術の予測

2044年までの
電力使用量の推移

各発電方法について

3Ｅ＋Ｓの検証

実現可能性の
再検証





【課題】
〇各クラスでのばらつきをどうするか

⇒大規模校ほど評価規準（基準）の設定が難しい

〇概念の話し合いであるため、抽象的な机上論で終わる
可能性がある

【成果】
〇教科横断的な学習で、身に付けるべきコンピテンシー
を明確にし、生徒と共有できる

〇目標と自分の立ち位置のずれをメタ認知し、自己調整
の手段として有効

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



【課題】
〇学校や各教科担当の方向性が一致しないと実現が困難

〇３年間の系統立てた教科の指導計画が必要

合科単元(題材)における成果と課題

【成果】
〇各教科のねらいとする資質能力を明確にすることで
各教科での評価を具体化できた

〇内容を精選することで授業時数の確保につながった

〇地層処分の課題では各教科の知識をつないぎ深い学び
につながった



ご清聴
ありがとう
ございました


